










































なからず不安を抱えて就職活動を行っている2017年 3 月卒業生の皆さん、3 年生への進
級をまじかに就職活動が現実味を帯びてきた2018年 3 月卒業生の皆さんに、この結果を
発表し、お届けします！

























































A1　女子の平均勤続年数 15.9年 11.8年 13.9年 B1　管理職女性比率2） 4.7% 4.2% 1.4%
A2　 平均勤続年数の男女差 
（女性－男性）
–2.1年 –4.6年 –3.4年 B2　うち部長職以上女性比率2） 1.0% 1.3% 0.2%
A3　 40代と30代の男女計に占める 
女性比率の差（40代－30代） –3.8% –4.6% –5.5% B3　役員女性比率
2） 1.0% 1.0% 0.1%















































































表 1　 WLBとFWで“いきいきキャリアウーマン” 
































































































































































































































































































答数）が、陸運業22社、海運業 5 社、空運業 3 社と少なかったためです。これら合計30
社から「女子従業員の勤続年数」が無回答の企業を除外した20社を一業種にまとめて比
較しました（陸運業13社、海運業 4 社、空運業 3 社）。
30社の企業規模（従業員数）は、3 万人、5 万人といった巨大企業から300人未満の中
小企業までを含み、女性従業員比率は、50～60%を超える日本航空、ANAホールディン



























































































































表 4　 WLBとFWで“いきいきキャリアウーマン” 














































































している（2011 年 4月新卒入社 6 名）。男性
育休取得者は3 名いた（59.7）。多様な人材























































































ないANAホールディングス（以下、ANAと省略）と日本航空です（表 5）。これら 2 社
の特徴は女性が従業員の過半数を占め（ANA52.9%、日本航空61.1%）、かつ多くの女性
が管理職にキャリアアップしていることです。管理職女性比率は、ANA 9.8%（業界 3
位）、日本航空10.2%（業界 2 位）、部長職以上に占める女性比率はそれぞれ 3.9%（業界







































































































































































































































































































































































































































































































女性比率は 40 歳代 18.3% の方が 30 歳代
14.3%より4ポイント高い（62.6）。3 歳以上の
































































































16 28 9 管理職女性比率は1.5%（50.5）で業界平均
並み。勤続年数は13.1年（48）で業界平均を












　 4）サムシングホールディングスは女性社員 2 名と少ないため除外した。




















































































ものが 40 歳代で14.7%に上がる。3 歳以上
の子を持つ社員対象の短時間勤務制度あり。
管理職女性比率は3.3%（56.6）と業界平均を
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社名 順位A 偏差値A 社名 順位B 偏差値B
東レ 1 66.7 ワコールホールディングス 1 71.1
日本フエルト 2 59.5 帝人 2 65.4
帝人 3 59.3 東レ 3 60.4
ユニチカ 4 59.1 東京ソワール 4 59.7
東洋紡 5 57.8 三陽商会 5 55.5
セーレン 6 57.5 オンワ ドーホールディングス 6 54.9
ダイドーリミテッド 7 57.5 グンゼ 7 51.7
グンゼ 8 54.6 ユニチカ 8 50.4
東京ソワール 9 50.3 セーレン 9 48.8
ワコールホールディングス 10 48.4 東洋紡 10 47.0
三陽商会 11 45.7 オーベクス 11 44.4
ダイニック 12 44.5 ダイニック 12 43.6
オンワ ドーホールディングス 13 42.6 日本フエルト 13 41.7
ゴールドウイン 14 40.1 ゴールドウイン 14 41.3
オーベクス 15 39.6 山喜 15 39.2
ト アー紡コーポレーション 16 35.0 ダイドーリミテッド 16 37.4
山喜 17 31.9 ト アー紡コーポレーション 16 37.4
表11　陸運業・海運業・空運業20社ランキング
Ａ　就業環境・WLB指標 Ｂ　キャリア・フレキシブルワーク指標
社名 順位A 偏差値A 社名 順位B 偏差値B
商船三井 1 67.1 日本郵船 1 76.1
川崎汽船 2 66.9 ＡＮＡホールディングス 2 67.9
日本郵船 3 66.8 日本航空 3 61.2
相鉄ホールディングス 4 62.4 川崎汽船 4 60.9
日立物流 5 58.2 日立物流 5 55.5
小田急電鉄 6 53.7 東日本旅客鉄道 6 53.2
京王電鉄 7 52.3 東京急行電鉄 7 52.2
東日本旅客鉄道 8 52.0 トナミホールディングス 8 48.5
西日本鉄道 9 50.6 京王電鉄 9 48.5
東京急行電鉄 10 50.1 ＳＢＳホールディングス 10 48.4
ＳＢＳホールディングス 11 47.1 日本通運 11 47.2
日本通運 12 46.6 小田急電鉄 12 46.3
ＡＮＡホールディングス 13 45.5 西日本鉄道 13 45.7
日本航空 14 44.1 商船三井 14 44.6
トナミホールディングス 15 43.9 丸全昭和運輸 15 42.5
セイノーホールディングス 16 41.6 アジア航測 16 42.1
アジア航測 17 40.3 センコン物流 17 42.0
丸全昭和運輸 18 39.1 相鉄ホールディングス 18 39.8
センコン物流 19 37.2 セイノーホールディングス 19 39.1





社名 順位A 偏差値A 社名 順位B 偏差値B
東芝プラントシステム 1 69.3 協和エクシオ 1 75.9
大林組 2 67.7 大成建設 2 70.7
北陸電話工事 3 67.0 住友林業 3 69.3
鹿島 4 65.3 大和ハウス工業 4 69.0
中電工 5 65.1 サムシングホールディングス 5 68.9
北陸電気工事 6 64.2 北陸電話工事 6 65.5
トーエネック 7 63.5 清水建設 7 63.8
清水建設 8 62.9 ミサワホーム 8 59.5
協和エクシオ 9 62.2 中外炉工業 9 57.9
サムシングホールディングス 10 61.1 鹿島 10 57.6
ミライト・ホールディングス 11 60.6 パナホーム 11 57.0
パナホーム 12 58.8 コムシスホールディングス 12 56.6
大成建設 13 58.1 ミライト・ホールディングス 13 56.1
ミライト・テクノロジ ズー 14 55.8 前田建設工業 14 55.8
弘電社 15 54.7 積水ハウス 15 54.5
五洋建設 16 53.0 大林組 16 54.4
戸田建設 17 52.9 長谷工コーポレーション 17 54.4
朝日工業社 18 52.3 トーエネック 18 53.4
大成ロテック 19 52.0 ナカノフドー建設 19 52.1
新日本空調 20 51.3 三機工業 20 51.1
高砂熱学工業 21 50.8 五洋建設 21 51.1
技研興業 22 50.5 高砂熱学工業 22 50.3
きんでん 23 49.9 ミライト・テクノロジ ズー 23 50.0
大和ハウス工業 24 49.5 熊谷組 24 48.6
淺沼組 25 49.4 大東建託 25 48.5
前田建設工業 26 49.3 東芝プラントシステム 26 47.8
飛島建設 27 49.2 飛島建設 27 47.6
中外炉工業 28 49.1 大和小田急建設 28 45.2
松井建設 29 48.4 藤田エンジニアリング 29 44.8
コムシスホールディングス 30 47.8 大豊建設 30 43.9
積水ハウス 31 47.8 ピーエス三菱 31 43.5
住友林業 32 46.2 北陸電気工事 32 43.2
ミサワホーム 33 46.0 西松建設 33 42.7
ヤマト 34 45.8 ダイダン 34 42.5
藤田エンジニアリング 35 45.5 日本道路 35 42.5
ナカノフドー建設 36 43.5 中電工 36 42.3
大東建託 37 43.0 ヤマト 37 42.2
ダイセキ環境ソリューション 38 42.6 きんでん 38 41.7
ピーエス三菱 39 42.1 松井建設 39 41.6
名工建設 40 41.7 技研興業 40 41.5
日本道路 41 41.4 安藤ハザマ 40 41.5
長谷工コーポレーション 42 40.4 エムビーエス 40 41.5
三機工業 43 40.3 名工建設 43 41.2
熊谷組 44 38.2 戸田建設 44 41.0
安藤ハザマ 45 35.4 新日本空調 45 40.4
ダイダン 46 34.4 朝日工業社 46 40.3
西松建設 47 34.1 ダイセキ環境ソリューション 46 40.3
大和小田急建設 48 33.7 淺沼組 48 37.3
エムビーエス 49 33.7 大成ロテック 49 35.9
大豊建設 50 32.7 弘電社 50 35.7

